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市
営
ス
キ
ー
場
の
運
営
方
針
を
示
す

2

臨
時
会
に
お
い
て
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
案
１
件
、
統
合
小

中
学
校
建
設
工
事
に
関
す
る
事
件
処
分
案
３
件
、
専
決
処
分
の
承
認
13
件
が

提
案
さ
れ
、
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
補
正
予
算
案
２
件
、
条
例
案
１
件
、
事
件
処

分
案
４
件
、
議
会
議
案
２
件
の
合
計
９
件
を
す
べ
て
可
決
し
、
人
事
案
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
答
申
し
ま
し
た
。

白
山
市
の
ス
キ
ー
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い

て
「
合
併
後
に
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
市
の
観
光
振
興
施
策
や
白
山
ろ
く
の
地
域
振
興
策
及

び
ス
キ
ー
産
業
の
将
来
性
、
さ
ら
に
市
の
財
政
状
況
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
抜
本
的
な
改
善
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
ス
キ
ー
場
問

題
は
重
要
課
題
の
一
つ
と
と
ら
え
、
昨
年
12
月
に
ス
キ
ー
場
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
協
議
を
重
ね
、
そ
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
６
月
定
例
会
の
冒
頭
に
、
委

員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
も
、
市
議
会
ス
キ
ー
場
対
策
特
別
委
員
会
の
意
見
、
白
山

市
観
光
戦
略
会
議
に
よ
る
「
白
山
市
営
ス
キ
ー
場
の
活
用
を
時
代
に
即

し
た
運
営
方
法
等
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
踏
ま
え
、
市
営

ス
キ
ー
場
の
運
営
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
定
例
会
概
要
平
成
19
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

６
月
５
日
（
火
）
〜
21
日
（
木
）

臨
時
会
概
要

平
成
19
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会

５
月
23
日
（
水
）

審議結果を報告

ス
キ
ー
場
対
策
特
別
委
員
会
の
意
見

３
白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
に
関
す
る
意
見

２
市
営
ス
キ
ー
場
に
関
す
る
意
見

１
総
体
的
な
意
見

・
入
り
込
み
客
数
が
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
に
落
ち
込
む
な
ど
、
ス
キ
ー
場
を
取

り
巻
く
厳
し
い
現
状
か
ら
、
将
来
的
に
は
、
白
山
市
で
は
民
営
、
市
営
を
問
わ

ず
、
暖
冬
で
も
運
営
可
能
な
２
カ
所
程
度
の
ス
キ
ー
場
が
適
当
で
あ
る
。

・
ス
キ
ー
場
の
運
営
は
、
原
則
と
し
て
民
間
資
本
、
地
元
資
本
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ

る
運
営
と
し
、
市
は
運
営
に
携
わ
ら
な
い
。

・
民
間
事
業
者
等
が
い
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
た
め
の
期
間
を
、
来
シ
ー
ズ
ン

を
含
め
最
長
２
シ
ー
ズ
ン
と
す
る
。
民
間
事
業
者
等
が
全
く
い
な
か
っ
た
場
合

は
、
白
山
ろ
く
の
地
域
振
興
、
観
光
推
進
及
び
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点

か
ら
、
市
営
ス
キ
ー
場
を
１
カ
所
な
い
し
２
カ
所
運
営
す
る
。
ま
た
、
民
間
資

本
の
募
集
は
早
期
に
行
い
、
地
元
資
本
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
設
立
に
際
し
て
は
、
地

元
の
意
向
を
十
分
に
反
映
し
、
協
力
体
制
を
と
る
。

・
民
間
事
業
者
等
が
現
れ
る
ま
で
の
運
営
形
態
と
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
運
営
す

る
ス
キ
ー
場
は
、
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
と
金
沢
セ
イ
モ
ア
ス
キ
ー
場
の

２
つ
に
と
ど
め
、
残
り
の
３
ス
キ
ー
場
は
休
止
し
て
、
民
間
資
本
、
地
元
資
本
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
現
れ
る
の
を
見
極
め
る
。
休
止
す
る
地
域
に
対
し
て
は
、
地
域
活

性
化
策
の
た
め
、
行
政
が
地
元
と
協
議
の
上
、
今
後
進
め
て
い
く
。

・
白
峰
温
泉
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
、
体
育
施

設
と
し
て
県
に
対
し
、
県
営
あ
る
い
は
県
の
支
援
を
強
く
要
請
し
、
そ
の
推
移

を
見
守
っ
た
上
で
判
断
す
る
。

・
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
、
金
沢
セ
イ
モ
ア
ス
キ
ー
場
、
白
山
瀬
女
高
原
ス

キ
ー
場
を
一
体
的
に
運
営
す
る
民
間
事
業
者
が
現
れ
た
と
き
は
、
議
会
と
し
て

協
議
し
た
上
で
、
運
営
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
見
出
す
。

・
現
状
の
運
営
と
な
る
場
合
、
今
後
運
営
支
援
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
運
営
に
は
一
切
携
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
に
対
し
て

は
従
来
ど
お
り
負
担
す
る
。
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協力会によるゲレンデの草刈り（鳥越高原大日スキー場）

市議会スキー場対策特別委員会の

市
営
ス
キ
ー
場
の
運
営
方
針

金
沢
セ
イ
モ
ア
ス
キ
ー
場
及
び
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場

平
成
19
年
度
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。
な
お
、
両
ス
キ
ー
場
に
つ

い
て
は
、
民
営
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
白
山
ろ
く
に
お
け

る
冬
季
の
観
光
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
観
光
産
業
と
し
て
の
位
置
付
け

を
確
立
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
と
の
一
体
的
な

運
営
に
よ
る
民
営
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

白
山
中
宮
温
泉
ス
キ
ー
場

集
客
力
や
ゲ
レ
ン
デ
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年
度
以
降
の
営
業

を
休
止
す
る
こ
と
と
し
、
ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
全
体
の
活
用
策
に
つ
い
て
、

地
元
と
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場

平
成
19
年
度
は
崩
壊
し
た
ゲ
レ
ン
デ
の
整
備
工
事
を
行
い
、
今
後
、
公

営
企
業
と
し
て
の
ス
キ
ー
場
か
ら
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
体
育
施
設
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、
地
元
と
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

白
山
白
峰
温
泉
ス
キ
ー
場

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
平
成
20
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
19
年
度
は
60
日
間
程
度
の
営
業
と
し
、
今
後
、
競
技
施
設
と
し

て
の
活
用
策
を
県
、
地
元
と
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

・
ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
振
興
調
査
費
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

観
光
事
業
特
別
会
計

ス
キ
ー
場
等
指
定
管
理
料
、
リ
フ
ト
保
守
点
検
、
圧
雪
車
等
修
繕
料

及
び
ゲ
レ
ン
デ
修
復
工
事

・
金
沢
セ
イ
モ
ア
ス
キ
ー
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
３
０
０
万
円

・
鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
５
８
０
万
円

・
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
０
０
万
円

・
白
山
白
峰
温
泉
ス
キ
ー
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
６
０
０
万
円

ス
キ
ー
場
対
策
に
つ
い
て
は
、
白
山
市
民
の
一
体
感
の
醸

成
を
は
じ
め
、
観
光
の
推
進
や
地
域
振
興
な
ど
、
今
後
の
白

山
市
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
慎
重
な
取
り
組
み

を
要
し
ま
す
が
、
本
市
財
政
の
厳
し
い
現
状
を
見
て
、
早
急

な
解
決
を
求
め
る
も
の
で
す
が
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
議
会
に
お
い
て
今
後
も
継
続
し
て

審
議
し
て
い
き
ま
す
。

６
月
補
正
予
算
の
主
な
内
容

臨時会・6月定例会概要
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校
舎
棟
建
築
工
事

請
負
金
額
　
11
億
２
２
９
万
円
　
　

契
約
業
者
　
治
山
社
・
丸
石
・
木
田
工
業
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

屋
内
運
動
場
棟
建
築
工
事

請
負
金
額
　
５
億
３
１
６
万
円

契
約
業
者
　
白
山
・
村
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

電
気
設
備
工
事

請
負
金
額
　
１
億
９
９
５
０
万
円

契
約
業
者
　
中
京
電
設

５
月
30
日
、
尾
口
小
中
学

校
の
敷
地
内
に
お
い
て
、
白

山
ろ
く
統
合
小
中
学
校
の
校

舎
及
び
屋
内
運
動
場
の
起
工

式
が
挙
行
さ
れ
、
平
成
20
年

７
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
建

設
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

統
合
小
中
学
校
は
、
平
成
20

年
４
月
に
、
現
在
の
吉
野
谷

小
中
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
、
吉
野
谷
小
中
学
校
及
び

尾
口
小
中
学
校
並
び
に
白
峰
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
一
堂
に
集
い
、
開
校

さ
れ
、
夏
休
み
明
け
の
新
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎
に
移
り
、
授
業
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
校
名
に
つ
い
て
は
、
５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、「
白
嶺
小
中
学
校
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
白
嶺
の
「
白
」
は
白
山
を
、

「
嶺
」
は
山
の
峰
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
白
銀
に
輝
く
霊
峰
白
山
の
峰
々
を
象

徴
す
る
校
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

白
山
ろ
く
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
調
和
し
た

統
合
小
中
学
校
の
建
設
工
事
請
負
契
約
を
承
認

去
る
５
月
23
日(

水)

に
開
催
さ
れ
た
、
平
成
19
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
白
山
ろ
く
統
合
小
中
学
校
建
設
工
事
に
か
か
る
校
舎
棟
建
築
工
事
、

屋
内
運
動
場
棟
建
築
工
事
及
び
電
気
設
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を
そ
れ

ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。

松
任
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
環

と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
計
画
を
進
め
て
い

る
立
体
駐
車
場
と
健
康
増
進
施
設
を
核
テ

ナ
ン
ト
と
す
る
複
合
施
設
の
建
設
は
、
来

春
完
成
を
め
ざ
し
、
５
月
26
日
に
工
事
の

安
全
祈
願
祭
及
び
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

県
内
初
の
官
民
共
同
事
業
で
、
賑
わ
い

と
活
力
が
溢
れ
る
施
設
と
し
て
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
立
体
駐
車
場
と

市
営
駐
車
場
と
の
管
理
一
元
化
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
駐
車
場
不
足
の
解
消
が
図
ら
れ
、
利

便
性
の
高
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
ま
す
。

（仮称）松任駅南複合型立体駐車場完成予想図

統合小中学校起工式

駅
周
辺
の
駐
車
場
不
足
を
解
消

立
体
駐
車
場
建
設
工
事
が
着
工

は
く
れ
い



489億2,296

363億8,184

94億1,972

91億9,087

2億2,885

96億2,409

58億6,438

3億5,779

3億7,471

24億3,734

7,999

81億7,935

2,288

2,159

25億2,945

5,026

△ 3億4,943

△ 5億6,333

△ 1億8,941

△ 1億8,941

△ 2億2,151
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△ 1,049

△ 9,490

△ 3,602

△ 223

△ 890

485億7,353

358億1,851

92億3,031

90億146

2億2,885

94億258

58億6,451

3億4,730

2億7,981

24億132

7,776

81億7,045

2,288

2,159

25億2,945

5,026

一般会計

特別会計

国民健康保険特別会計

事業勘定分

直診勘定分

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

墓地公苑特別会計

観光事業特別会計

温泉事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

湊財産区特別会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

878億8,451合　計 △ 9億1,276 869億7,175

会計名 ３月補正予算後 ３月専決補正 補正後予算
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【
意
見
書
】

白
山
市
の
花
、
木
、
鳥
の
シ
ン
ボ
ル
を
募
る

能
登
半
島
地
震
災
害
の
復
興
支
援
に
関
す
る
意
見
書

能
登
半
島
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
産
業
の
再
興
、
貴
重
な
文
化
財
を
守

り
、
被
災
自
治
体
と
地
域
住
民
の
要
望
に
沿
っ
て
復
興
再
建
を
図
る
た
め
、

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
煩
雑
な
支
給
要
件

の
改
善
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
。

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

異
常
気
象
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
と
多
く
の
識

者
が
指
摘
し
て
お
り
、
環
境
立
国
を
め
ざ
す
日
本
に
お
い
て
は
、
確
実
に

地
球
環
境
を
む
し
ば
ん
で
い
る
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
抜
本
的

な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

平
成
19
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
１
台
の

購
入
契
約
を
承
認
し
ま
し
た
。

金
　
額

２
７
４
０
万
５
千
円

契
約
業
者

千
代
田
組
北
陸
支
店
　
　
　

合
併
３
周
年
を
記
念
し
、
さ
ら
な
る
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
、
白

山
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
花
、
木
及
び
鳥
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
11
月
３
日
の
市
政
功
労
者

表
彰
式
で
発
表
の
予
定
で
す
。

臨時会・6月定例会概要

３月専決補正予算 会計別予算総括表 （単位：万円）

ホイルローダー

冬
の
助
っ
人

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
購
入

花 木 鳥

菊

あんず

アジサイ

ふじ

やまゆり

ささゆり

山ゆり

しゃくなげ

松 うぐいす

くろまつ

スギ

きり

ケヤキ

すぎ

杉 うぐいす

杉

旧
松
任
市

旧
美
川
町

旧
鶴
来
町

旧
河
内
村
旧
吉
野
谷
村

旧
鳥
越
村

旧
尾
口
村

旧
白
峰
村

■合併前市町村の制定状況

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
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宮岸 美苗

ス
キ
ー
場
休
止
後
の
地
域
振
興

策
は
住
民
参
加
型
で

地
域
住
民
の
話
し
合
い
の
中
で

事
業
計
画
進
め
る

ＱＡ

古河 尚訓

今
後
の
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か

災
害
時
の
対
応
か
ら
合
併
協
議

会
で
の
決
定
を
再
考
し
た
い

ＱＡ

家
屋
の
耐
震
診
断
・
工

事
の
補
助
拡
充
と
周
知
を
図
れ
。

補
助
金
額
は
他

市
の
状
況
を
見
て
決
め
て
い

る
。
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
知
ら
せ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
周
知
に
努
め
る
。

保
育
所
の
耐
震
化
を

進
め
よ
。

市
立
保
育
所

24
カ
所
中
13
カ
所
に
耐
震
診

断
が
必
要
。
施
設
整
備
計
画

策
定
に
向
け
、
早
急
に
実
施

し
た
い
。

電
話
回
線
不
能
の
と
き

の
情
報
伝
達
の
整
備
が
必
要
だ
。

音
声
告
知
放
送
、
あ

さ
が
お
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送

で
情
報
伝
達
で
き
る
が
、
こ

れ
が
使
え
ず
地
域
が
孤
立
す

る
よ
う
な
場
合
、
各
支
所
の

衛
星
電
話
を
使
う
。

ま
た
、
広
報
車
の
巡
回
、

地
域
の
拠
点
に
職
員
派
遣
な

ど
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

災
害
時
に
援
護
が
必

要
な
人
の
情
報
を
、
行
政
や
町

会
が
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
急
げ
。
そ
の
際
、
要
援

護
者
が
自
主
的
に
名
乗
っ
て
登

録
し
て
も
ら
う「
手
挙
げ
方
式
」

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

民
生
・
児
童

委
員
に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の
実

態
調
査
・
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

依
頼
し
て
お
り
、
情
報
の
把

握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

障
害
を
持
つ
人
に
つ
い
て
も
、

対
象
者
の
範
囲
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

防
災
関
係
機
関
で
の
情
報
の

共
有
化
に
つ
い
て
は
調
整
中
だ
。

町
内
会
へ
の
情
報
の
提
供

は
、
該
当
者
に
同
意
書
を
も

ら
う
な
ど
、
個
人
情
報
保
護

に
努
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
。「
手
挙
げ
方
式
」は
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

障
害
者
世
帯
に
、
家
具
転
倒
防
止

の
器
具
の
配
布
と
取
り
付
け
を
。

対
象
世
帯
が

多
く
、
家
具
配
置
の
把
握
も

困
難
な
の
で
、
市
と
し
て
の

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

の
実
施
な
ど
は
研
究
し
た
い
。

二
次
避
難
場
所
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
よ
。

災
害
時
は
不

特
定
多
数
が
利
用
す
る
の
で
、

改
善
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

若
者
が
定
住
で
き
る

地
域
振
興
策
を
住
民
参
加
型
で

進
め
よ
。

今
後
の
地
域
振
興
策

は
、
住
民
参
加
型
を
基
本
と

し
て
い
く
。
自
然
・
伝
統
文

化
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

生
か
し
、
若
者
が
定
住
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
住
民
主

導
で
進
め
た
い
。
法
政
大
学

等
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

ス
キ
ー
場
休
止
後
の
地
域
振
興
策

耐
震
化
の
推
進
、
災
害
時
の

情
報
伝
達
、
要
援
護
者
対
策

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長

市
長

能
登
半
島
地
震
を
身
内

が
体
験
し
た
。
白
山
市
も
災
害

時
の
初
期
対
応
に
は
支
所
の
役

割
が
極
め
て
重
要
。
行
革
大
綱

で
、
支
所
は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
し
、
本
庁
方
式
へ
移
行
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
一
度
方
針

の
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

合
併
協
議
会
で
の
協

議
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
が
、

行
革
大
綱
は
５
年
間
で
の
移

行
を
明
記
し
た
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
一
昨
年
の
大

雪
や
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

か
ら
、
災
害
時
の
対
応
、
地

域
の
拠
点
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
支
所
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
、
合
併
協
議
会
で
の
決
定

を
再
考
し
た
い
。

白
山
市
は
他
の
自
治

体
に
は
な
い
独
自
の
教
育
施
策

を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
財

政
論
理
優
先
で
議
論
さ
れ
る
状

況
が
見
ら
れ
る
。
市
民
や
他
の

自
治
体
に
発
信
す
る
た
め
に
も

事
業
の
検
証
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
教
育
現
場
に
協
力

を
求
め
る
際
に
は
、
従
来
の
形

式
的
な
報
告
業
務
の
見
直
し
を

求
め
た
い
。

少
人
数
学
級
は
、

き
め
細
か
な
教
育
推
進
に
役

立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
し

か
し
、
学
校
規
模
に
よ
り
配

置
教
員
数
や
学
校
設
備
等
で

問
題
点
が
起
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
年
生
は
少
人
数
学

級
か
少
人
数
授
業
か
を
学
校

長
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
学
校
図
書
館
司
書
の

全
校
配
置
は
図
書
館
活
用
や

読
書
指
導
に
効
果
が
上
が
っ

て
お
り
、
今
後
も
続
け
た
い
。

報
告
業
務
の
見
直
し
も
、

国
・
県
以
外
の
市
の
業
務
は

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

コ
モ
チ
カ
ツ
ラ
の
木
に

対
面
し
、
そ
の
植
生
や
周
辺
環
境

か
ら
現
状
の
遊
歩
道
を
延
長
す
る

こ
と
で
は
、
保
護
に
は
つ
な
が
ら

な
い
と
感
じ
た
が
、
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
県
や

地
元
関
係
団
体
が
、
保
全
や

歩
道
、
標
識
等
の
整
備
を
し

て
き
た
。
今
年
度
以
降
の
遊

歩
道
整
備
の
計
画
は
な
く
、

今
後
、
市
の
指
定
文
化
財
と

し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
前
提
に
地
元
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
改
め
て
考
え
た
い
。

コ
モ
チ
カ
ツ
ラ
の
保
護
を

独
自
の
教
育
施
策
を
検
証
せ
よ

支
所
の
あ
り
方
の
再
検
討
を

質
問

市
長

教
育
長

質
問

質
問

貴重な自然遺産として保護したい
「コモチカツラ」

教
育
部
長
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問質
般一

水上 俊明

数
値
目
標
な
く
し
て
健
全
財
政
は

実
現
で
き
な
い

ご
指
摘
の
よ
う
に
財
政
健
全
化
に

一
層
努
め
て
い
く

ＱＡ

小川 義昭

観
光
施
策
の
縦
割
行
政
を
排
せ

各
部
署
と
連
携
を
密
に
し
、

観
光
施
策
を
推
進
す
る

ＱＡ

本
市
の
食
育
の
推
進
計

画
の
策
定
及
び
推
進
体
制
を
問
う
。

市
健
康
プ
ラ
ン
で
幼

児
期
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

に
行
動
計
画
を
策
定
し
、
関
係

部
署
が
連
携
し
健
康
づ
く
り
推

進
会
議
な
ど
の
進
行
管
理
に
よ

り
推
進
し
て
い
く
。

学
校
現
場
に
お
け
る

栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
及
び
食

育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定
に
つ
い

て
問
う
。

食
に
関
す
る
指
導

は
学
校
教
育
活
動
全
体
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
本
年
９
月

に
１
名
の
栄
養
教
諭
の
配
置

予
定
で
、
さ
ら
に
充
実
す
る
。

ま
た
、「
食
に
関
す
る
指
導
の

手
引
」
を
基
に
各
学
校
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指

導
を
行
う
。

食
農
教
育
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
の
現
況
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
問
う
。

小
学
校
に
お
い

て
田
ん
ぼ
に
触
れ
合
う
こ
と
を

通
じ
、
農
村
の
機
能
や
、
農
産

物
を
育
て
る
楽
し
さ
や
厳
し

さ
、
食
す
る
喜
び
な
ど
の
体
験

実
施
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

地
域
の
各
分
野
で
農
業
に
携
わ

る
こ
と
で
食
の
重
要
性
を
P
R

し
て
い
く
。食

育
を
通
し
て
子
育

て
中
の
親
の
再
教
育
支
援
策
に

つ
い
て
問
う
。

各
母
子
保
健

事
業
に
お
い
て
食
事
、
栄
養
の

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
保
育
所

や
幼
稚
園
で
は
保
護
者
に
対
し

給
食
便
り
の
発
行
や
講
演
会
を

実
施
し
、
子
ど
も
の
健
康
を
守

る
た
め
、
正
し
い
生
活
習
慣
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

縦
割
り
行
政
を
排
除

し
関
連
部
署
と
の
連
携
を
緊
密

に
し
、
専
門
家
集
団
づ
く
り
を

構
成
せ
よ
。観

光
は
地
域
振
興
や

地
域
活
力
の
面
か
ら
も
極
め
て

重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
今

後
各
部
署
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
、連
絡
会
議
を
毎
月
開
催
し
、

観
光
施
策
を
推
進
す
る
。
な
お

専
門
化
集
団
づ
く
り
は
、
関
係

関
連
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
個
性
を
発
揮
し
、
主
体
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
育
成
・
支
援

に
努
め
る
。

観
光
行
政
問
題

食
育
問
題

『
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

基
礎
は
食
育
に
あ
り
』

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

産
業
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

教
育
長

田んぼに触れ合う小学生

昨
年
、
実
質
公
債
費

比
率
と
い
う
財
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
の
重
要
な
指
標
が
総
務
省

か
ら
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
市
で
は
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
と
い

う
言
葉
で
は
な
く
、
具
体
策
を
示

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
多
く
の
人

が
安
心
で
き
な
い
、
と
い
う
思
い

か
ら
、
中
期
財
政
計
画
の
一
つ
に

実
質
公
債
費
比
率
を
15
％
に
抑

え
る
と
い
う
具
体
的
な
目
標
を
設

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
対
応
を
問
う
。

公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
を
作
成
し
、
平
成
25
年

度
に
は
18
％
未
満
に
な
る
見
込

で
あ
る
。

24
年
度
ぐ
ら
い
に
い

け
ば
、
大
体
15
％
以
内
に
収
ま

る
と
思
う
。金

沢
市
と
当
市
と
は

そ
も
そ
も
成
り
立
ち
が
違
う
も

の
の
、
金
沢
市
は
平
成
18
年
度

で
実
質
公
債
費
比
率
15
％
の
実

績
を
挙
げ
て
い
る
。
当
市
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
を
心
が

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

水
上
議
員
の
考
え
方

を
し
っ
か
り
中
期
財
政
計
画
に

取
り
入
れ
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

当
市
の
実
質
公
債
費

比
率
が
19
・
８
％
で
厳
し
い
状

態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
と
い
う
前
提
で
、
収
入
及
び

金
利
が
平
成
17
年
度
と
同
じ
水

準
で
推
移
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、
実
質
公
債
費
比
率
15
％
に

相
当
す
る
借
金
総
残
高
（
一
般

会
計
以
外
の
も
の
も
含
む
）
は

い
く
ら
に
な
る
か
。

ま
た
、
そ
の
借
金
総
残
高
を

単
純
に
住
民
一
人
当
た
り
に
割

り
振
る
と
、
負
担
額
は
何
万
円

に
な
る
の
か
（
平
成
17
年
で
そ

れ
が
１
４
０
万
円
と
多
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
と
の
対
比
を
確
認

し
て
も
ら
う
た
め
の
質
問
）。

中
期
財
政
計
画
の

平
成
23
年
度
分
を
基
に
試
算
を

す
る
と
、
15
％
に
相
当
す
る
一

般
会
計
の
市
債
（
借
金
）
残
高

は
５
８
０
億
円
程
度
に
な
る
。

ま
た
、
そ
の
一
人
当
た
り
の
金

額
は
約
50
万
円
と
な
る
。

市
債
残
高
は
減
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
財
源

不
足
で
19
年
度
も
繰
上
償
還
は

で
き
な
い
。
む
し
ろ
市
債
の
借

り
換
え
に
よ
っ
て
借
金
償
還
の

先
延
ば
し
な
ど
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
危
惧
し
て

い
る
。

健
全
財
政
を
実
現
す
る
た

め
に
先
憂
後
楽
の
精
神
で

行
政
経
営
を
行
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
思
い
か
ら
今

回
も
財
政
に
関
す
る
質
問

を
主
に
副
市
長
に
行
う

質
問

質
問

質
問

副
市
長

副
市
長

市
長

市
長
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６
月
補
正
予
算
案

で
、
市
長
か
ら
美
川
小
学
校
の

改
築
事
業
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
防
衛
施
設
庁
の
補
助
事

業
の
採
択
を
要
望
し
て
き
た

が
、
こ
の
ほ
ど
美
川
地
区
の
騒

音
測
定
の
結
果
、
防
音
事
業
の

対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
補
助
事
業
採
択
を
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
事
態
は
、
財
政

当
局
と
し
て
は
頭
が
痛
い
状
況

で
は
な
い
か
。

平
成
17
年
第
４
回
定
例
会

で
、
建
設
年
次
に
関
す
る
質
問

を
し
た
際
、
市
長
か
ら
「
お
お

む
ね
平
成
22
年
ご
ろ
の
完
成
」

と
答
え
を
い
た
だ
い
た
が
、
現

時
点
で
も
完
成
年
次
に
変
更
は

な
い
か
。

ま
た
、
昨
年
９
月
に
出
さ
れ

た
美
川
小
学
校
建
設
基
本
構
想

検
討
委
員
会
の
答
申
書
に
は
、

１
３
５
年
の
歴
史
的
な
背
景
を

踏
ま
え
、
何
点
か
の
検
討
結
果

が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
提

言
が
ほ
ご
に
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
危
惧
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
市
長
に
問
う
。

去
る
、
５
月
17
日
よ

り
行
わ
れ
た
小
松
基
地
で
の
日

米
共
同
訓
練
の
際
に
行
っ
た
騒

音
測
定
に
よ
る
と
、
補
助
対
象

と
な
る
騒
音
が
記
録
さ
れ
ず
難

し
い
状
態
と
な
っ
た
。

防
衛
施
設
庁
の
補
助
が
な
く

て
も
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
、

今
年
度
基
本
計
画
、
実
施
計
画

を
行
い
、
来
年
度
よ
り
工
事
着

工
し
、
基
本
構
想
検
討
委
員
会

の
答
申
に
沿
っ
た
学
校
に
な
る

よ
う
、
計
画
ど
お
り
に
事
業
を

進
め
た
い
。美

川
児
童
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
は
、
町
内
会
の
集
会
所

を
間
借
り
し
て
い
る
が
、
美
川

小
学
校
建
設
時
に
、
隣
接
し
た

土
地
を
利
用
し
、
児
童
館
と
学

童
保
育
の
複
合
施
設
を
建
設
し

て
は
ど
う
か
。

美
川
児
童
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
は
美
川
北
地
区
の
集
会

所
で
開
設
し
て
お
り
、
入
所
児

童
数
は
、
今
年
度
22
名
で
指
導

員
４
名
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
ど
お
り
、
小
学

校
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
整
備

し
た
い
。

美
川
地
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
整
備
に
つ
い
て

美
川
小
学
校
建
設
に
む
け
て

質
問

質
問

市
長

市
長

北川 謙一

美
川
小
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

建
設
の
対
応
示
せ

防
衛
省
の
補
助
が
な
く
て
も

計
画
ど
お
り
建
設
を
進
め
る

ＱＡ

白
山
市
の
現
体
制
で

は
災
害
時
、
本
庁
は
市
民
生
活

部
の
中
の
防
災
安
全
課
が
中
心

と
な
り
対
応
す
る
。
し
か
し
支

所
で
は
総
務
部
傘
下
の
総
務
課

が
対
応
窓
口
と
な
る
。
石
川
県

も
今
年
度
よ
り
危
機
管
理
監
室

を
環
境
安
全
部
よ
り
新
設
し
、

危
機
管
理
に
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
白
山
市
も
命
令
系
統

の
整
合
性
を
維
持
す
る
た
め

に
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

石
川
県
内
で
一
番
大

き
な
市
域
の
白
山
市
。
そ
れ
ぞ
れ

の
支
所
と
本
庁
と
の
連
携
、
情
報

に
関
し
迅
速
な
対
応
が
大
切
で
あ

り
、
連
携
を
密
に
す
る
た
め
に
、

消
防
本
庁
舎
の
災
害
本
部
設
置
も

含
め
、
組
織
の
見
直
し
を
行
う
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

大
規
模
な
こ
れ
ま
で

の
地
震
の
復
興
に
は
、
災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奉
仕
活
動

が
目
覚
し
く
、
大
変
に
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
自
己
完
結
型
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
と
登
録
、
受
付

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

白
山
市
に
は
９
名
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
市
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
重
要
性
を
周
知

し
、学
校
で
の
教
育
も
行
う
が
、

市
民
に
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
を
通
じ
人
材
育

成
に
も
努
め
て
い
く
。

災
害
時
、
緊
急
通
信
手

段
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
の
協
力
体
制
の
検
討
は
。

防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
等
へ
応
援
要

請
を
行
っ
て
い
く
。

白
山
市
の
防
災
士
の

人
数
の
掌
握
状
況
は
。

石
川
県
内
に

２
４
９
名
、
内
白
山
市
に
は
16

名
在
住
し
て
い
る
。

白
山
市
と
し
て
充
実
を

図
っ
て
い
く

整
合
性
を
も
っ
て
の
連
携

は
大
変
に
重
要
で
あ
る

そ
の
他
の
質
問

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
対
応
は

災
害
時
の
命
令
伝
達
系
統

の
整
合
性
は
取
れ
る
か

質
問

質
問

市
民
生
活
部
長

質
問

市
民
生
活
部
長

市
長

市
長

村本 一則

災
害
発
生
時
、
本
庁
と
支
所
間
の

連
携
は
迅
速
に
で
き
る
か

現
組
織
の
対
応
で
問
題
な
い
と

思
う
が
見
直
し
も
検
討
す
る

ＱＡ

見直しが必要な組織機構

建設予定の美川小学校

質
問
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白
山
ろ
く
で
は
漢
方
薬

の
加
賀
黄
蓮
を
栽
培
し
、
胃
薬
に

使
っ
て
い
る
姿
は
素
晴
ら
し
い
。

さ
ら
に
国
際
間
・
産
地
間
競

争
が
激
化
し
て
い
く
中
、
地
域

農
業
の
育
成
に
は
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
発
展
が
欠
か
せ
ず
、

地
域
で
採
れ
た
物
は
地
域
で
、

消
費
・
加
工
・
商
品
化
・
残
さ

い
の
堆
肥
化
と
い
う
循
環
型
産

業
の
育
成
が
大
切
だ
。

環
境
保
全
は
社
会
の
流
れ
で

あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

白
山
市
に
と
っ
て
、
最
も
ふ
さ

わ
し
い
農
産
事
業
だ
と
思
う

故
、
推
進
支
援
を
求
め
る
。

地
元
企
業
と
連
携
し

て
白
山
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
と
新

た
な
産
業
の
確
立
を
図
る
。

浸
水
被
害
に
対
す
る

住
民
の
不
安
は
日
ご
と
に
増
し

て
い
る
。
昨
年
、
北
嶋
議
員
の

質
問
に「
真
剣
に
取
り
組
む
」と

答
え
て
お
り
、
私
と
の
会
話
の

中
に
も「
任
期
中
に
何
か
方
向
付

け
を
せ
に
ゃ
い
か
ん
な
ー
」と
話

し
て
い
た
。
そ
の
言
葉
の
中
に

市
長
の
並
々
な
ら
ぬ
強
い
意
志

を
感
じ
た
。
改
め
て
本
件
の
進

捗
状
況
と
市
長
の
決
意
を
問
う
。

今
年
度
は
手
取
川
の

低
水
護
岸
工
事
に
着
手
と
聞
い

て
い
る
。
樋
門
・
排
水
機
場
の

設
置
も
含
め
早
期
完
成
を
働
き

か
け
る
。

浅
川
は
、
昨
年
度
は
基
礎
調

査
、
今
年
度
は
雨
水
排
水
計
画

の
見
直
し
を
積
極
的
に
国
・
県

と
検
討
し
た
い
。

本
事
業
は
５
カ
年
間

事
業
で
あ
る
が
、
施
設
の
維
持

と
い
う
観
点
か
ら
末
長
い
事
業

に
な
る
よ
う
国
・
県
へ
の
働
き

か
け
を
求
め
る
。
ま
た
、
施
設

の
延
命
や
管
理
の
省
力
化
と
い

う
点
か
ら
も
、
例
え
ば
、
の
り

面
に
モ
ル
タ
ル
被
覆
・
セ
メ
ン

ト
板
等
を
置
い
て
、
抑
草
効
果

を
持
た
せ
る
作
業
等
に
も
本
事

業
の
活
動
範
囲
に
な
れ
ば
、
さ

ら
に
値
の
あ
る
事
業
に
な
っ
て

い
く
と
思
う
が
ど
う
か
。

５
年
間
の
継
続

事
業
で
あ
り
、
そ
の
間
に
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
に
な
る
よ
う

国
・
県
・
関
係
機
関
に
働
き
か

け
る
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
活
動
の
充
実
を
求
め
る

浅
川
・
西
川
の
浸
水
被
害
を
防
げ

市
長

質
問

市
長

産
業
部
長

中西 恵造

地
産
の
育
成
と
地
消
の
推
進
を

求
め
る

白
山
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
と
新
し
い

産
業
の
確
立
に
努
め
る

ＱＡ

計
画
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
進
め
る
の
か
。

今
年
度
に
お
い
て

は
、
庁
舎
内
に
お
け
る
各
部
所

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
、
事
前
に
調
査
の
準
備

を
行
い
、
平
成
20
年
度
に
策
定

委
員
会
の
開
催
と
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
を
考
え
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
問
う
。

市
民
及
び
各
種
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
、
市
議

会
議
員
、
関
係
行
政
機
関
の
職

員
を
含
む
20
名
前
後
の
組
織
で

考
え
て
い
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
け
る
農
用
地
保
全

に
つ
い
て
問
う
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、

都
市
計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

野
球
場
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
問
う
。

白
山
市
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
野
球
場
が
必
要
で
あ

る
か
と
い
う
検
討
の
中
、
場
所

や
規
模
を
検
討
し
て
い
く
。

来
年
、
町
会
設
立
30

年
を
迎
え
る
千
代
野
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
。

当
初
、
県
が
考
え
た
市
街
地

か
ら
脱
皮
し
て
、
住
民
主
体
の

熟
成
し
た
市
街
地
へ
と
、
オ
ー

ル
ド
タ
ウ
ン
化
の
問
題
に
対
応

し
つ
つ
、
21
世
紀
の
モ
デ
ル
都

市
と
し
て
、
現
在
住
ん
で
い
る

方
々
の
意
見
か
ら
再
生
計
画
を

立
て
て
は
ど
う
か
。

30
年
た
っ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
再
整
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
ら
、
十
分
に

地
元
の
皆
様
と
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

松
任
地
区
に
お
け
る

中
心
市
街
地
定
住
化
に
つ
き
、

早
急
に
対
応
、
協
議
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

街
中
活
性
化
や
定
住

促
進
の
方
策
は
、
今
後
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市

街
化
区
域
内
に
お
け
る
未
整
備

地
域
は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
早
期
に
市
街
化
の
誘
導
を

図
る
。

環
境
教
育
の
取
り
組

み
を
問
う
。各

種
環
境
講
座
の
開

催
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

市
が
持
つ
豊
か
な

自
然
の
体
験
活
動
を
行
う
。

環
境
教
育
に
つ
い
て

千
代
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

再
生
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
む
け
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

教
育
長

市
長

市
長

市
長

藤田 政樹

松
任
地
区
に
お
け
る
中
心
市
街

地
の
定
住
化
策
を
示
せ

街
中
活
性
化
や
定
住
促
進
策
は

今
後
調
査
研
究
し
て
い
く

ＱＡ

質
問

質
問

問質
般一

水門設置を待つ河川合流点

質
問

農地･水･環境向上活動

質
問
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白
山
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
時
に
お
い

て
、
旧
松
任
地
区
の
さ
き
に
掛

け
た
網
を
一
度
外
し
て
、
白
山

市
全
体
を
見
て
、
新
た
な
線
引

き
、
網
掛
け
を
し
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
各
町
内
の
外
周
道
路

の
内
側
に
あ
る
農
業
基
盤
整
備

に
も
か
か
ら
な
い
土
地
を
、
地

主
の
希
望
で
宅
地
と
し
て
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

昭
和
50
年
６
月
に
市

街
化
調
整
区
域
に
区
分
し
た
区

域
に
つ
い
て
は
、
県
が
策
定
し

て
お
り
、
市
に
は
権
限
が
な
い

が
、
21
年
度
を
策
定
目
標
に
し

て
い
る
白
山
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
中
に

お
い
て
、
県
と
協
議
す
る
。

市
街
化
調
整
区

域
の
既
存
集
落
内
は
無
秩
序
な

市
街
化
を
抑
制
す
る
目
的
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
宅

地
開
発
は
法
律
で
規
制
さ
れ
て

い
る
。
計
画
的
に
市
街
化
を
図

る
た
め
に
は
、
市
街
化
区
域
に

編
入
し
た
上
で
、
区
画
整
理
事

業
や
、
地
区
計
画
を
策
定
し
て

の
開
発
行
為
が
考
え
ら
れ
る
。

国
の
農
業
構
造
改
善

事
業
、
県
単
営
農
団
地
育
成
事

業
、
稲
作
転
換
特
別
対
策
事
業

で
施
行
し
た
、
ガ
ラ
ス
温
室
、

牛
舎
、
梨
団
地
造
成
等
の
利
用

で
き
な
く
な
っ
た
施
設
の
跡
地

の
利
用
方
針
は
。農

業
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
、
施
設
の
老

朽
化
で
生
産
意
欲
が
低
迷
し
て

い
る
。
国
の
所
得
安
定
対
策
に

基
づ
き
、
担
い
手
の
育
成
と
生

産
組
織
の
強
化
、
水
稲
と
野
菜

の
複
合
経
営
を
推
進
す
る
。

質
問

質
問

市
長

建
設
部
長

本屋 彌壽夫

補
助
事
業
施
行
の
温
室
、畜
舎
、

果
樹
園
の
底
地
は
ど
う
な
る

農
業
者
の
英
知
を
結
集
し
、

施
設
の
有
効
利
用
を
図
る

ＱＡ

手
取
川
の
濁
り
水
解

消
対
策
に
つ
い
て
は
、
私
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
者
が
質
問
及
び
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
現
在

で
も
濁
り
水
の
解
消
は
さ
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
市
の
要
望

に
対
し
て
国
、
県
の
回
答
及
び
進

捗
状
況
は
。手

取
川
は
白
山
を
源

に
日
本
海
へ
流
れ
る
石
川
県
を

代
表
す
る
河
川
で
あ
り
、
河
川

水
質
に
つ
い
て
は
全
国
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
に
位
置
す
る
水
質
を

維
持
し
て
い
る
が
、
台
風
な
ど

で
大
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
増
水

し
、
土
砂
流
出
を
起
こ
す
日
本

有
数
の
急
流
河
川
で
も
あ
り
、

濁
り
水
の
発
生
は
、
白
山
の
火

山
噴
火
物
か
ら
な
る
崩
壊
土
砂

等
の
細
粒
土
砂
が
流
出
す
る
こ

と
等
多
く
の
要
素
が
複
雑
に
か

み
合
っ
て
い
る
。
原
因
を
明
確

に
特
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
国
で
は
、
手
取
川
水
域
の

河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
、
濁

り
水
供
給
源
の
特
定
調
査
の
実

施
と
土
砂
流
出
の
抑
制
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

昔
の
手
取
川
の
清
流

を
取
り
戻
す
た
め
、
今
後
の
本

市
の
取
り
組
み
は
。

本
市
と
し
て
は
、
計

画
に
基
づ
く
早
期
調
査
の
実
施

と
土
砂
の
流
出
を
抑
制
す
る
た

め
の
治
山
、
治
水
の
推
進
を
今

後
も
国
、
県
へ
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。入

り
込
み
客
数
増
加
の

た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
の
有
効

活
用
、
ま
た
、
観
光
ガ
イ
ド
と

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、

そ
し
て
、「
見
て
帰
る
」
か
ら

「
泊
ま
っ
て
体
験
、
体
感
」
と

環
白
山
地
域
と
の
連
携
強
化
と

情
報
発
信
を
４
つ
の
柱
と
し
た

施
策
を
実
施
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
。

外
国
人
観
光
客
の
誘

客
の
取
り
組
み
は
。県

及
び
加
賀

白
山
海
外
誘
客
推
進
協
議
会
等

と
連
携
を
密
に
し
て
誘
客
に
努

め
る
。

国
内
外
の
観
光
客
の

誘
客
に
つ
い
て

質
問

市
長

市
長

観
光
推
進
部
長

観
光
推
進
部
長

河原 秀昭

手
取
川
の
濁
り
水
を
解
消
し

昔
の
清
流
を

土
砂
の
流
出
を
抑
制
す
る
治
山
、

治
水
の
推
進
を
働
き
か
け
る

ＱＡ質
問

質
問

質
問

外国語版の観光パンフレット

梨の根が山積みにされた廃園

産
業
部
長
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①
白
山
市
内
の
登
れ

る
山
を
網
羅
し
た
「
白
山
市
・

登
山
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
白

山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
②
ア

ク
セ
ス
道
路
が
整
備
さ
れ
、
駐

車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設
も

充
実
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
を
、

登
山
コ
ー
ス
と
し
て
観
光
化
し

て
は
ど
う
か
。

①
山
岳
協
会

の
意
見
を
参
考
に
、
登
山
客

が
利
用
し
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
登
山
マ
ッ
プ
の
作
成

に
向
け
検
討
す
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
観
光
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

で
情
報
発
信
す
る
。
②
ス
キ

ー
場
に
は
隣
接
し
た
山
を
含

め
た
登
山
コ
ー
ス
が
あ
る
。

利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

①
自
警
団
な
ど
自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
組
織
を
自
主
防
災
組
織

と
し
て
認
め
て
は
ど
う
か
。
自

主
防
災
組
織
の
機
能
ア
ッ
プ

と
、
未
結
成
の
町
内
会
へ
啓
発

せ
よ
。
②
防
災
士
の
育
成
を
図

れ
。
③
で
き
る
地
区
か
ら
防
災

協
会
を
設
置
せ
よ
。

①
地
域
固
有
の
組
織

を
生
か
し
な
が
ら
、
町
内
会

長
を
中
心
と
し
た
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
促
進
す
る
。

②
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

③
市
町
会
連
合
会
と
協
議
す

る
。

①
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
搭
載
せ
よ
。
②

聴
覚
障
害
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
筆
談

ボ
ー
ド
の
設
置
を
提

案
す
る
。

①
今
後
検

討
を
進
め
る
。
②
聴
覚
障
害

者
小
規
模
作
業
所
で
作
ら
れ

た
手
作
り
の
筆
談
ボ
ー
ド
を

設
置
す
る
。

①
ひ
と
り
親
世
帯
や
在

宅
障
害
者
の
い
る
世
帯
に
対
す

る
保
育
料
の
軽
減
策
を
拡
大
せ

よ
。
②
同
時
入
所
の
第
３
子
以

降
の
保
育
料
を
無
料
に
せ
よ
。

①
白
山
市
の

保
育
料
が
一
本
化
さ
れ
る
平
成

20
年
度
か
ら
の
導
入
を
検
討
し

た
い
。
②
検
討
を
進
め
る
。

保
育
料
の
軽
減
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
便
性

観
光
施
策
に
提
案

防
災
対
策
を
推
進
せ
よ

質
問

市
長

清水 芳文

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

「
筆
談
ボ
ー
ド
」
を
設
置
せ
よ

聴
覚
障
害
者
小
規
模
作
業
所
の

手
作
り
筆
談
ボ
ー
ド
を
設
置

ＱＡ

質
問

質
問

質
問

コミュニティバスに
設置された筆談ボード

就
職
の
紹
介
・
斡
旋

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議

所
・
各
商
工
会
と
連
携
を
図
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
せ
よ
。

ま
た
、
市
内
の
企
業
の
就
職
募

集
状
況
を
掲
載
せ
よ
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
協
議
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

市
内
企
業
の
就
職
募
集
状
況

は
、
本
庁
・
支
所
担
当
課
で
対

応
し
、
さ
ら
に
、
市
内
企
業
に

は
市
民
の
雇
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
く
。

行
政
対
象
暴
力
の
考

え
方
と
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

被
害
防
止
策
の
職
員
へ
の
周
知

状
況
は
。
さ
ら
に
被
害
を
受
け

る
前
に
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
周

知
徹
底
を
図
れ
。
ま
た
、
条
例

を
制
定
せ
よ
。

警
察
と
連
携
を
と
り

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

４
月
の
部
課
長

会
に
お
い
て
県
警
よ
り
講
師

を
招
き
研
修
を
し
、
５
月
28

日
に
現
状
と
対
策
の
説
明
を

受
け
た
。

近
年
の
被
害
は
な
く
、
県

の
手
引
き
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
７
月
に
全
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
予
定
し
、

要
綱
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
と

制
定
に
向
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
策
定
方
法
を
示
せ
。

市
内
各
地
区
の
均
衡
あ
る
発

展
や
、
今
後
の
土
地
利
用
な
ど

重
要
で
あ
る
の
で
、
住
民
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
地
区
別
懇
談

会
を
行
い
、
市
民
参
画
と
協
働

で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
用
途
地
域
の
見
直
し

の
有
無
と
、
何
年
後
の
都
市
像

を
計
画
し
て
い
く
か
問
う
。

平
成
21
年
度
を
目
標

と
し
、
今
年
度
は
、
都
市
計

画
基
礎
調
査
と
策
定
委
員
会
、

幹
事
会
の
委
員
の
選
考
を
行

う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
広
く
市
民
の
声
を
聞
き
、

地
区
別
懇
談
会
も
開
催
す
る
。

用
途
の
見
直
し
は
、
重
大

な
協
議
な
の
で
、
具
体
的
な

見
直
し
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
後
と
な
る
。
そ
し
て
、

概
ね
10
年
後
を
目
標
と
す
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
、
市
民
の
声
を

行
政
対
象
暴
力
の
現
状
は

質
問

質
問

総
務
部
長

産
業
部
長

寺越 和洋

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
就
職
紹
介
を

公
表
せ
よ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
議
を
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

ＱＡ

県外の市役所の就職情報コーナー

問質
般一

観
光
推
進
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
財
政
部
長

市
長

市
長

質
問
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全
国
の
自
治
体
の
財

政
状
況
は
深
刻
な
状
況
で
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
国
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。

国
の
地
方
財
政
計
画
や
実
質

公
債
費
の
基
準
の
変
更
等
、
起

債
制
限
が
強
化
さ
れ
、
今
後
の

財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

合
併
当
初
に
旧
市
町
村
と
合
意

し
て
い
た
合
併
特
例
事
業
が
変

更
な
し
に
実
施
で
き
る
の
か
。

実
質
公
債
費
比
率
が

25
％
を
超
え
る
と
影
響
が
出

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
合

併
特
例
事
業
が
、
計
画
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
。

松
任
高
校
は
生
徒
数

が
減
少
し
、
存
続
を
危
ぶ
む
声

さ
え
聞
か
れ
る
。
以
前
は
10
ク

ラ
ス
の
県
内
最
大
級
の
高
校
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

在
は
４
ク
ラ
ス
に
減
っ
て
い

る
。
大
学
へ
の
進
学
志
向
が
多

い
現
在
、
総
合
学
科
だ
け
で
は

工
業
高
校
や
商
業
高
校
の
よ
う

に
免
許
が
取
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
進
学
す
る
た
め
に
も
十
分

な
準
備
が
で
き
る
わ
け
で
も
な

く
、
中
途
半
端
な
状
態
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
現
状
に
問
題
が
あ

る
。
普
通
科
が
１
ク
ラ
ス
で
も

あ
れ
ば
、
ま
た
人
気
も
回
復
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

県
内
各
市
に
在
住
の
中
学
生

が
、
地
元
の
普
通
科
高
校
に
ど

の
程
度
進
学
す
る
の
か
を
調
べ

る
と
、
平
成
17
年
度
で
は
、
七

尾
市
37
・
６
％
、
羽
咋
市
33
・

６
％
、
輪
島
市
40
％
、
加
賀
市

32
・
２
％
で
、
同
規
模
の
小
松

市
は
、
50
・
６
％
に
対
し
、
白

山
市
内
の
中
学
生
は
11
・
２
％

と
あ
ま
り
に
違
い
す
ぎ
る
。
普

通
科
を
希
望
す
る
白
山
市
内
の

中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
白
山

市
外
の
高
校
へ
進
学
し
て
い
る

現
状
は
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
の

で
は
な
い
か
。

現
在
、
松
任
高
校
は

総
合
学
科
の
み
４
ク
ラ
ス
で
、

普
通
科
で
も
な
く
、
職
業
学
科

で
も
な
い
第
三
の
学
科
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
公
立
大
学
か
ら

の
推
薦
枠
や
、
職
業
専
門
系
の

大
学
や
学
部
か
ら
の
推
薦
が
な

い
状
況
だ
。
来
年
度
の
実
施
は

難
し
い
が
、
可
能
だ
と
思
う
の

で
、
強
く
要
望
し
、
実
現
に
向

け
努
力
し
て
い
く
。

質
問

質
問

市
長

市
長

竹田 伸弘

松
任
高
校
に
普
通
科
の
新
設
を

可
能
だ
と
思
う
の
で
、
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く

ＱＡ

松任高校

山
間
地
の
過
疎
化
に

よ
る
人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力

の
減
少
や
老
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
集
落
周
辺
の
山
林
や
農
地

が
放
棄
さ
れ
、イ
ノ
シ
シ
、ク
マ

そ
し
て
カ
ラ
ス
な
ど
に
加
え
て

外
来
生
物
と
言
わ
れ
て
い
る
ハ

ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
被
害
が
増
え

て
い
る
が
、そ
の
対
策
を
問
う
。

猟
友
会
や
地
域
住
民

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
・

協
力
を
密
に
し
、鳥
獣
の
捕
獲
、

さ
ら
に
は
鳥
獣
と
の
す
み
分
け

を
図
る
た
め
の
里
山
整
備
な
ど

鳥
獣
害
対
策
を
積
極
的
に
講
じ

た
い
。

ク
マ
の
出
没
に
備
え

て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
対
応
を
問
う
。

関
係
機
関
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
出
没
の
状
況
に
よ
っ

て
は
臨
時
的
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
増
便
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
、
路
線
バ
ス
等
の
利
用
な
ど

を
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

鳥
獣
害
被
害
対
策
に

お
い
て
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
や

個
体
数
調
整
の

活
動
は
、
猟
友

会
を
抜
き
に
は

考
え
ら
れ
な
い

現
状
で
あ
る

が
、
狩
猟
免
許

の
保
持
者
や
、

会
員
数
の
減
少

と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
、
今
後

の
育
成
対
策
を

問
う
。

市
と
し
て
も
、

今
後
の
鳥
獣
害
対
策
に
支
障
を

来
す
の
で
は
な
い
か
と
大
変
危

惧
し
て
い
る
。
市
で
は
有
害
鳥

獣
対
策
と
し
て
捕
獲
に
係
る
経

費
を
負
担
し
て
い
る
が
、
有
害

鳥
獣
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

や
、
猟
友
会
、
育
成
の
観
点
か

ら
今
後
も
継
続
し
て
猟
友
会
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

猟
友
会
、
育
成
対
策
は

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
は

鳥
獣
害
対
策
の
方
針
は

質
問

質
問

質
問

市
長

教
育
長

南 清人

有
害
鳥
獣
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

捕
獲
、
す
み
分
け
を

積
極
的
に
行
う

ＱＡ

荒れた農地、防護柵内での畑作

産
業
部
長
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患
者
さ
ん
の
強
い
要

望
で
、
公
立
つ
る
ぎ
病
院
に
５

月
か
ら
医
療
相
談
室
が
開
設
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
職
員
の
対
応
、

医
療
で
の
疑
問
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
満
の
声
を
聞
く
。
そ
こ

で
患
者
側
に
立
っ
た
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
医

療
相
談
室
を
提
唱
す
る
。

単
な
る
医
療
相
談
に

と
ど
ま
ら
ず
患
者
擁
護
、
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
の
考
え
方
も
取

り
入
れ
た
支
援
、
代
弁
活
動

を
は
じ
め
、
総
合
的
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
め
ざ
す
。

は
し
か
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
前
か
ら
関
東
地
方

で
、若
者
を
中
心
に
集
団
発
症
し
、

流
行
が
依
然
続
い
て
い
る
。
６
月

８
日
現
在
、
県
内
で
の
発
症
状
況

は
、
合
計
で
58
人
。
初
夏
に
か

け
て
患
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、

感
染
予
防
の
早
急
な
対
策
が
必

要
。
高
額
な
予
防
接
種
に
、
一
部

助
成
の
考
え
、
感
染
す
る
と
大
人

は
重
症
化
、
妊
婦
は
流
産
、
死
産

の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
市

民
に
対
し
、
周
知
を
図
り
、
不
安

を
払
拭
せ
よ
。

白
山
市
で

６
名
が
発
症
、
小
中
学
校
に

お
い
て
の
発
症
は
ゼ
ロ
。
昨

年
度
か
ら
１
歳
児
と
年
長
児

に
２
回
接
種
と
な
っ
た
。
昨

年
、
未
接
種
の
方
々
す
べ
て

に
接
種
の
勧
奨
通
知
を
し
、

１
０
０
％
の
接
種
を
図
る
。

こ
の
年
齢
以
外
の
方
は
、
全

額
自
己
負
担
を
お
願
い
す
る
。

プ
ー
ル
熱
は
６
月
ご

ろ
か
ら
増
加
し
始
め
る
。
こ
の

時
期
の
対
策
が
重
要
。

市
内
全
施
設
で

「
ほ
け
ん
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、

保
護
者
に
予
防
に
つ
い
て
注

意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

感
染
症
に
関
す
る
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
対
策
を

強
化
す
る
。

は
し
か
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
を
急
げ

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
防

接
種
を
勧
奨
、
広
報
で
ま
ん

延
防
止
の
啓
発
を
行
う

質
問

市
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

宮中 郁恵

医
療
相
談
室
の
充
実
を
図
れ

患
者
権
利
擁
護
の
充
実
を

め
ざ
す

ＱＡ

質
問

問質
般一

公立つるぎ病院「医療相談室」開設

ア
ド
ボ
カ
シ
ー

患
者
と
と
も
に
患
者
権
利
の
擁
護
の

た
め
に
闘
う
、
支
援
活
動
、
代
弁
活

動
と
い
う
意
味

質
問

白山市議会では、ＣＯ２排出削減
による地球温暖化防止に少しでも貢
献しようと、６月議会はクールビズ
スタイルで審議しました。

クールビズで審議される

徳田巌議員は、昭和５６年１２月に松任市議会議
員に当選以来、議員活動を続けられています。
このほど、全国市議会議長会及び北信越市議会議

長会から在職２５年の表彰があり、６月２１日の本
会議前に北村議長から伝達されました。

在職２５年表彰を受ける

議 会 レ ポ ー ト

白山市議会では７月２０日、新潟県中越沖地震の被災地に
義援金を送ることを決定し、所属議員３４人が計３５万円を
新潟県災害対策本部へ送りました。



14

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

白峰地区・瀬戸地区の
未分譲宅地の販売促進を

白山市一斉ラジオ体操で
健康づくりを提案

合
併
前
に
自
治
体
が
造
成
し

た
白
峰
地
区
、
尾
口
地
域
の
瀬
戸
地

区
そ
れ
ぞ
れ
の
未
分
譲
宅
地
は
何
区

画
あ
る
か
。白

峰
地
区
の
分
譲
地
は
13
区

画
の
う
ち
２
区
画
分
譲
済
み
で
あ
る
。

瀬
戸
地
区
分
譲
地
は
、
商
用
地
６
区

画
の
う
ち
３
区
画
分
譲
済
み
で
、
一

般
住
宅
と
し
て
の
販
売
へ
の
転
換
も

考
え
ら
れ
る
。

い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
販
売
方
法

の
見
直
し
も
十
分
に
検
討
し
、
販
売

促
進
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

白
山
市
統
合
小
中
学
校
建
設

に
お
け
る
工
事
監
理
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

１
級
建
築
士
２
人
を
含
む
市

の
監
督
員
４
人
、
補
助
監
督
員
と
し

て
監
理
委
託
業
者
か
ら
１
級
建
築
士

１
人
と
設
備
技
師
２
人
の
合
計
７
人

で
の
現
場
監
理
体
制
を
考
え
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
お

い
て
、
市
議
会
議
員
は
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
る
か
。

住
民
自
治
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
る
最
高
規
範
的
な
も
の

で
、
議
会
に
関
し
て
は
、
市
民
か
ら

見
て
「
議
会
が
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
を
観
点
と
し
た
内
容
を

考
え
て
い
る
。

議
会
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
議
員
が
議
論
に
参
加
し
、
議

会
基
本
条
例
を
念
頭
に
お
い
て
議
論

し
た
方
が
意
義
あ
る
自
治
基
本
条
例

に
な
る
と
思
う
。

保
育
士
の
募
集
に
関
し
て
、

保
育
所
の
民
営
化
を
進
め
る
中
で
、

新
規
採
用
は
行
わ
ず
、
市
の
保
育
士

と
法
人
保
育
園
の
保
育
士
と
の
相
互

交
流
で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

議
論
し
た
が
、
保
育
所
す
べ

て
を
民
営
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
正
規
職
員
と
臨
時
職
員
の
比
率

を
考
え
、
募
集
に
踏
み
切
っ
た
。

未
分
譲
宅
地
の
販
売
促
進
を

自
治
基
本
条
例
に
お
け
る

市
議
会
の
位
置
付
け
は

保
育
士
の
法
人
保
育
園
と
の

相
互
交
流
を
考
え
ら
れ
な
い
か

工
事
監
理
体
制
を
十
分
に

質
問

質
問

質
問

答
え

答
え

質
問

答
え

答
え

意
見

意
見

千
代
野
小
学
校
の
大
規
模
改

造
工
事
に
伴
っ
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
部
屋
も
改
修
さ
れ
る
が
、
現

在
、
集
会
所
を
使
用
し
て
い
る
「
千

代
野
あ
り
ん
こ
学
童
ク
ラ
ブ
」
も
小

学
校
内
に
移
転
す
る
の
か
。

工
事
は
11
月
末
に
は
完
成
予

定
。「
あ
り
ん
こ
ク
ラ
ブ
」
が
入
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
協

議
し
て
い
き
た
い
。

統
合
小
中
学
校
は
、
平
成
20

年
４
月
開
校
、
吉
野
谷
の
校
舎
に
通

学
し
、
２
学
期
か
ら
新
校
舎
へ
引
越

し
す
る
こ
と
で
、
中
学
３
年
生
に
不

安
は
生
じ
な
い
か
。

２
回
の
引
越
し
は
受
験
生
に

心
理
的
影
響
が
な
い
か
と
い
う
声
も

あ
っ
た
が
、
新
校
舎
は
教
科
教
室
型

で
掲
示
や
機
器
が
整
っ
て
い
る
の
で
、

３
年
生
に
と
っ
て
も
、
よ
り
学
習
効

果
が
上
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

松
南
小
学
校
、
朝
日
小
学
校

の
改
築
に
向
け
て
、
建
設
検
討
委
員

会
は
い
つ
設
立
さ
れ
る
の
か
。

夏
ご
ろ
に
は
設
立
し
た
い
。

昨
年
８
月
に
松
任
総
合
運
動

公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
た
が
、

毎
年
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ラ
ジ
オ
体
操
や
健
康
づ
く
り

事
業
に
は
公
民
館
の
自
主
的
取
り
組

み
が
重
要
な
の
で
、
取
り
組
み
の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

子
供
た
ち
は
ラ
ジ
オ
体
操
を

よ
く
知
ら
な
い
の
で
、
学
校
で
き
ち

ん
と
教
え
ら
れ
な
い
か
。

普
段
の
授
業
に
は
教
え
て
い

な
い
が
、
機
会
を
と
ら
え
て
指
導
し

た
い
。

保
育
所
や
学
校
の
講
演
会
、

地
域
懇
談
会
の
と
き
に
、
子
供
の
育

成
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
家
庭
環
境
の

大
切
さ
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
親
に
対
し
て
食
育
を
は
じ
め
、

き
め
細
か
い
指
導
を
さ
れ
た
い
。

千
代
野
児
童
ク
ラ
ブ
も
整
備

統
合
小
中
学
校

受
験
生
に
不
安
は
な
い
か

そ
の
他
の
審
議
事
項

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

白峰地区の分譲住宅地「天河の郷」

山島地区サンデーウォーキングのラジオ体操

意
見

質
問

答
え



市
営
ス
キ
ー
場
全
体
に
つ
い

て
、
１
シ
ー
ズ
ン
の
指
定
管
理
料
は

幾
ら
か
。

18
年
度
決
算
額
は
、
４
億
98

万
１
０
０
０
円
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、

「
白
峰
」
が
60
日
程
度
の
営
業
で
昨
年
並

み
、「
中
宮
」
に
つ
い
て
は
休
止
と
な
り
、

８
０
０
０
万
円
前
後
の
減
額
が
予
想
さ

れ
る
。

白
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

広
告
の
応
募
状
況
を
示
せ
。

今
年
４
月
の
募
集
開
始
時
点

で
、
６
社
の
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

新
た
に
２
社
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
テ
ナ
ン
ト
と
の

違
い
は
何
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
毎
年
10
月
中

旬
に
開
催
さ
れ
る
大
新
宿
区
祭
り
に

て
、
テ
ン
ト
の
中
で
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
き
た
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
開
設
す
る
と
、
年
間
を
通
じ
、
建
物

の
中
で
行
え
る
。
ま
た
、
単
独
事
業
で

行
う
と
、
テ
ナ
ン
ト
料
や
販
売
員
の
雇

用
な
ど
、
多
額
の
お
金
が
か
か
り
、
売

り
上
げ
に
見
合
っ
た
収
益
が
見
込
め
な

か
っ
た
が
、
今
回
テ
ナ
ン
ト
料
は
か
か

ら
な
い
の
で
有
利
と
考
え
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
市
や

観
光
物
産
協
会
の
か
か
わ
り
方
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
１
、
２
日
間
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
継
続
と
な
り
、

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
こ
の
事
業
が
入

る
。
白
山
市
観
光
物
産
協
会
に
つ
い
て

は
、
市
と
歩
調
を
合
わ
す
よ
う
な
形
で

進
み
、
市
単
独
と
い
う
よ
り
、
観
光
物

産
協
会
を
通
し
た
形
で
運
営
と
な
り
、

品
物
の
出
展
を
行
う
。
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生活経済常任委員会

建設企業常任委員会

今シーズンの市営スキー場の運営はどうなるのか
「中宮」は休止、「白峰」は60日程度の営業

水道料金の滞納対策について
（東北へ行政視察）

市
営
ス
キ
ー
場
全
体
の

１
シ
ー
ズ
ン
の
指
定
管
理
料
は

白
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
の
応
募
状
況
は

地
方
物
産
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

開
設
に
か
か
る
白
山
市
特
産

品
出
展
に
つ
い
て

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

去
る
５
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、
秋
田
県
横
手
市
、
岩
手
県

矢
巾
町
、
北
上
市
、
奥
州
市
を
視
察

研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

横
手
市
は
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
前
を
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
し
た
。
本
市
と
同
様
、
郊
外
へ
大

型
商
業
施
設
が
移
転
し
た
こ
と
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん

だ
た
め
、
商
業
地
と
し
て
の
誘
客
の

ほ
か
、
市
民
の
健
康
増
進
施
設
や
、

交
流
機
能
を
導
入
し
、
楽
し
く
散
策

が
で
き
る
回
遊
性
の
機
能
を
備
え
た

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

矢
巾
町
で
は
、
水
道
料
金
の
検
針
票

に
企
業
広
告
を
掲
載
し
、
収
入
を
得
て

い
る
ほ
か
、
職
員
が
「
料
金
の
未
納
を

絶
対
な
く
す
」
と
い
う
強
い
意
識
の
も

と
、
給
水
停
止
も
念
頭
に
入
れ
、
料
金

徴
収
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
支

払
い
の
方
法
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
も
利
用

で
き
、
納
付
書
発
行
の
う
ち
約
７
割
が

コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
白
山
市
に
お
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
納
付
し
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

北
上
市
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
水

道
料
金
の
徴
収
業
務
を
民
間
企
業
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
の
持

つ
経
験
を
生
か
し
、
窓
口
業
務
、
開

閉
栓
業
務
、
検
針
業
務
、
滞
納
整
理

業
務
な
ど
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

経
費
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
の

目
的
は
や
は
り
、
滞
納
を
い
か
に
少

な
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

白
山
市
も
料
金
の
滞
納
が
最
近
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
料
金

の
ほ
か
、
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
給
食
費
な
ど
、
今
後
い
か
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
て
、
滞
納

を
減
ら
し
て
い
け
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
奥
州
市
で
は
「
蔵
」
を

中
心
と
し
た
町
並
み
を
整
備
し
、
地

域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

地方物産アンテナショップ
「ふらっと新宿」が出店予定のビル

「蔵町モール」にて

地
方
物
産
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
ら
っ
と
新
宿
」

要
支
援
者
の
就
労
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し

て
、
新
宿
区
が
開
設
。

こ
れ
に
伴
い
、
新
宿
区
か
ら
白
山
市
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
自
治
体
に

対
し
、
特
産
品
出
展
依
頼
が
あ
り
、
白
山
市

の
特
産
品
展
示
販
売
を
通
し
て
、
広
く
首
都

圏
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
有
効
な
手
段

と
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
で
の
観
光

Ｐ
Ｒ
活
動
の
拠
点
と
な
る
。

テ
ナ
ン
ト
料
は
無
料
。

秋
田
県
横
手
市

J
R
横
手
駅
前
を
整
備

岩
手
県
矢
巾
町

水
道
料
金
の
滞
納
対
策
を
強
化

岩
手
県
北
上
市

水
道
業
務
を
民
間
委
託
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「○○○○」（○○○○○○○○）●写真提供：○○○○さん

「白山市になって」をテーマに

鶴来地域の中学生から、ご意見をいただきました。

雄大なる手取川　山口敦己さん（鶴来中学校３年生）
白山市は、雄大にそびえ立つ霊峰

白山の下に広がっています。しかし、
このはるかに広がる平野をつくり上
げたのは、手取川ではなかったでし
ょうか。手取川は、僕たちに多くの

恵みを与えてくれます。しかし、昔は傍若無人の暴れ川
でした。それを治めようとしたのが、枝権兵衛でした。
鶴来出身の枝権兵衛は、田畑に水を引くため、長い年

月をかけて、トンネルや水路を造り上げました。もちろ

ん、トンネルを造るときには、地域住民の反対もありま
した。さらに、一時は計画自体がなくなりそうになりま
した。しかし、最終的に彼は用水を完成させ、そのおか
げで、今の私たちの豊かな生活があるのです。
白山市には、手取川だけでなく、ほかにも多くの自然

があります。そして、昔の人々は、その自然の猛威を乗
り越え、豊かな町をつくりました。ぼくらは、そのこと
を忘れずに自然と共生しなければならないと思います。

蛍のすむ市へ　作田希美さん（鶴来中学校３年生）
過去に、私の住んでいる鶴来にも、

蛍がたくさんいたそうです。しかし、
時とともに減り、ついには見ること
も少なくなりました。蛍のやわらか
な光を知らない。今、そんな人が増

えてきたのではないでしょうか。
蛍は暗闇に生きる虫です。しかし私たちは、夜は電気

で照らすことによって、そんな蛍から暗闇を奪っている
のです。

世の中が発達していくのに伴って、白山市も「人工の光」
があふれる都市になるでしょう。しかし、以前からあっ
た「自然」の光は、少しずつ見えなくなっています。蛍の
光、月と星の光、夜に見られる「光」は、人工のものに変
わっているのです。
このままでは、自然と共生する市はつくれません。私

たちは協力して、この自然を守る活動を行うべきだと思
います。そしていつか、この白山市のどこででも、蛍が
見られるようになることを願っています。

白山市の誇り　片山浩樹さん（北辰中学校３年生）
白山市は、８つの市町村の合併に

よって誕生しました。８つもの市町
村が合併したということは、つまり、
それだけ大きなことを成せるように
なったということです。しかしその

反面、市町村が合併し、大きくなったことで、自分の住
む市の良いところを知っている人は少なくなってしまっ
たと思います。
「白山市はどんな場所？」と聞かれると、ほとんどの人

は何も答えられないか、「自然が多い場所」と、漠然とし
か答えられないかもしれません。具体的に答えられる人
は少ないと思います。
よく考えてみると、良いところはたくさんあります。

まずは、手取川という大きな川があること、そして、窓
から白山が見られることなどです。これらの自然は、白
山市の良いところであり、また誇りでもあります。
私たちがもっと白山市に胸を張り、その良さを他の地

域の方々へ伝えることができるとよいと思います。

編
集
後
記
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３月２５日に発生した能登半島地震は、輪島市をはじ
め能登地方を中心に大きな被害をもたらしました。さら
に、７月１６日午前、新潟県中越沖地震が発生し、甚大
な被害をもたらしました。
被害に遭われた方々に白山市議会として、心からお見

舞いを申し上げますとともに、１日も早い生活再建、地
場産業の復興を願うものであります。
「白山市議会だより」も発刊から丸２年が経過いたし

ました。６月定例会において６人の編集委員のうち２名

が交替となり、委員長、副委員長を新たに選任し、心機
一転、市民の皆様に進んで読んでいただける「白山市議
会だより」となるよ
う、編集委員一同努
力しますので、今ま
で以上のご支援とご
意見をよろしくお願
いいたします。
〈編集委員一同〉

■編集委員会
委員長：南 清人　 副委員長：小川 義昭
委員：河原 秀昭、竹田 伸弘、北川 謙一、西川 寿夫

この印刷物は大豆油インキを 
使用しております。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しております。 
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訂正とおわび 「議会だより第８号」のＰ２０「子どもの声」で「松本明子さ
ん」とありましたのは、「松本朋子さん」の誤りでした。訂正いたしますとともに、
本人並びに関係の方々にご迷惑をおかけしましたことを深くおわびいたします。




